
③教職員のコミュニケーションを密にし、「チーム伊川谷」により諸課題を積極的に解決する。

① 開かれた学校づくり 1 ８月のオープンハイスクール、１１月の学校説明会を通して、中学生や保護者に本校をＰＲする。 3.7 今後も継続して、本校の良さをアピールしていきたい。特に、本校を卒業していく生徒の満足度の高
さをアピールしたい。

② 防災教育の充実 2 避難訓練を実施。１年生対象はに防災教育LHRを行い、意識を高める。 3.3 今年度でやっと耐震化工事は完了したが、災害時に何より大切なのは、日頃からの準備や心がけ
である。防災訓練を通してそのような意識を高めていきたい。

③ 校内組織の円滑な運営 3 学校組織の現状を把握し、縦断的な調整役となる。 3.3 日々の職務の中で各組織が緊密なコミュニケーションがとれるよう働きかけていきたい。

④ 読書習慣の確立 4 図書館便り等を発行し、書物への興味を持たせる。 3.6 図書館便り、図書委員会活動を通して、図書館利用を呼びかける。

① 基本的生活習慣の確立 5
教務部と連携し、教職員の共通理解のもと、チャイムが鳴ると同時に授業に入れる指導体制を全学年で実
施する。また、日々の遅刻に関しては、行事日などを重点的に様々な場面において、余裕のある行動を取ら
せる。反省文などを通して、振り返りさせ、規則正しい生活習慣の確立を意識させる。

3.2
全学年を通じて、朝の読書の習慣がつき、授業の開始もチャイムと同時に入れる雰囲気は定着して
いる。日常生活を通して、余裕のある行動を習慣化させていく。連絡のある遅刻については理由や
改善点も考慮して、丁寧な指導を続け、規則正しい生活習慣の大切さを認識させる。

② 規範意識の醸成 6
各学年・各部の教職員の協力を得て、毎朝、生徒昇降口付近でのあいさつ運動を利用して、服装指導や交
通安全指導を実施する。 3.4

地域からも愛される学校を目指し、登下校におけるマナー行動に重点を置き、生徒の意識を高めて
いく。ＨＲ活動、学年集会、全校集会などの場面を利用して、啓発し、指導を継続していく。丁寧な言
葉遣いや思いやりの気持ちを大切に育てていく。

③ 安心・安全な学校づくり 7
いじめまたはいじめに準ずる行為が発生した場合、「いじめ対応チーム」が中心となって、職員が連携し、迅
速かつ効果的に対応する。 3.5

日常生活におけるＳＮＳトラブルや、些細な気持ちでのいたずら、いじりが、いじめとなる認識を持た
せる。相手の気持ちを考えての言動や、行動をさせて、より人権に配慮できるように努めていきた
い。

① 生徒の成長を目指す支援 8
保健室での相談内容を担任・学年に伝え、個々の生徒の指導に活かせるようサポートする。必要に応じ、
キャンパスカウンセラーとの教育相談とも連携する。 3.6 今後も継続して現在の取り組みを進めたい。また、学年はもとより、必要に応じてその他の分掌・保

護者との連絡を密にして、連携して問題に対応していきたい。

② 保健・安全 9
学校医や家庭との連携を密にしながら生徒の健康保持・増進に留意する。個々の症状に応じた応急処置や
保健指導・助言を行う。感染症について注意を喚起し、集団感染の予防に努める。 3.6

生徒の怪我・体調不良・心の相談など多岐にわたった保健室利用が多く、現在の養護教諭複数配
置が不可欠な状態になっている。この体制の維持も含めた上で、より細やかな取り組みをしていきた
い。

③ 学校環境衛生 10 学校環境衛生検査を行い、必要に応じて迅速な改善を要請する。 3.4 適切な時期に諸検査ができるように要請する。また学校薬剤師等のアドバイスをより活用したい。

11 昼休み等に進路指導室に待機して、生徒の質問に速やかに対応する。 3.3 校務・出張等の関係で難しい時もあるが、今後もできるだけ教員が待機して生徒に対応できるように
努める。

12 就職・公務員・医療看護系など少数の希望生徒に対して、必要に応じた指導を行う。 3.4 今後もより適切な指導方法を考えながら、必要な指導を行っていきたい。

① 進路選択の支援 13 必要な資料および情報を提供する。また、進路希望調査を実施し、進研模試等のデータを提供する。 3.4 資料を精選し、より有効な情報を提供するように努める。

14
学年との連携を密にし、拡大進路部会・進路研修会を開催する。とくに、第３学年の学年会議に毎回出席す
る。 3.4 今後も、より連携を強化するように努める。

15 進路関係資料の有効活用をはかる。また、月１回進路通信を発行して情報を発信していく。 3.4 今後も、継続して行っていく。
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進路情報の提供

生徒との相談を通して心のケアを行い、生徒の内
面的な成長を支援する。
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安全で健康的な学校生活が送れるように、学習環
境の保全・管理を行う。

生徒一人ひとりの自己実現を目指した進路希望の
実現をはかる。

生徒が主体的に進路を選択・決定できるよう支援
する。

各部・委員会と連携しながら、有用な進路情報を生
徒・教職員に提供する。
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① 進路希望の実現

③

校訓「自主　協同」のもと、知・徳・体の調和のとれた生徒を育成するとともに、明るく活力に満ちた校風と地域に愛される学校づくりをめざす。

No.

担任や、学年の先生とのコミュニケーションを大切
にする。挨拶運動や遅刻指導などを通して、生徒
達の規則正しい生活習慣の確立を目指す。

校則をきちんと理解して守らせる。頭髪・服装指導
や交通安全指導などを通して、規範意識を高める。

正しい生活習慣を身につけ、安全で健康的な生活
が保持・増進できるように生徒を支援する。

防災教育の充実を図り、防災意識を高める。また
本校の防災体制を再点検する。

各部、学年、委員会の流れを把握し、学校組織とし
ての効率性を高める。

さまざまな機会を通じて、他者への敬愛の心を育
み、自分の行動や言動の影響を考え、いじめのな
い学校を目指す。

領域 標語 分掌
重点
目標

評価の観点 評　価　項　目

図書館の有効利用を考え、本に親しむ習慣を確立
させる。

教育方針

教育目標  「命」と「人権」を大切にし、夢に挑戦する生徒を育てる。

重点目標 ②家庭・地域との連携を密にし、地域に愛される学校づくりを推進する。

　＊　A　4点　　　B　3点　　　C　2点　　　D　1点

①基礎・基本の定着を図り、生徒の主体性・創造性を育む教育を推進する。また、生徒に自己有用感とともに社会人として必要とされる基礎力、コミュニケーション能力を育み、社会的責任を果たせる生徒を育成する。

中学生や地域住民に本校の教育活動をＰＲする。

        平成２９年度　兵庫県立伊川谷高等学校　学校評価　

改　善　方　策評価実　践　目　標 分掌
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16 「本校の特色」についての議論を受けて、平成２９年度入学生の教育課程を検討、作成する。 3.1 各類型について、平成30年度の教育課程を検討し、さらに平成31年度入学生の教育課程を検討
し、作成する。

17 生徒の力に応じた基礎学力をつけるために少人数授業、習熟度別授業、ティームティーチングを実施する。 3.2 生徒の力に応じた学力をつけるために、より効果的に少人数授業、習熟度別授業、ティームティー
チングを実施する。

18
教室環境整備、授業規律の確立の一助として、年中授業を公開するとともに、年間２回「伊川谷学び合い週
間」を実施する。 3.4 年中授業を公開するとともに、本年度同様、年間２回「伊川谷学び合い週間」を実施し、2学期に全

職員参加を前提とした研究授業、研究会を実施する。

19 家庭学習の習慣化を目指し、1学年において、週末課題、小テスト等を実施する。 3.4 家庭学習の習慣化、基礎学力の向上を目指し、本年度と同様、1学年において、学力向上の取り組
みを実施する。

20
１学年における週末課題の取組を継続、あわせて学習の振り返りと学習の立案を通じて学習習慣の定着を
図る。国数英の３教科について基礎学力の定着を目指す取組を段階的、継続的に行う。 3.2 進路に対する意識を高めるため、2学年において、学力向上の取り組みを実施する。

21
教職員の情報活用能力、情報セキュリティ能力及びモラル向上のため日常の相談体制を充実させるととも
に、校内研修会を開催する。 3.3 ICTを活用した授業に向けた研修、校務支援システムに関する研修を行う。

22 成績、指導要録、調査書など生徒情報の重複データを一元化する案を作成する。 3.6 成績入力の簡素化をはかり、進路データとの連携を実現する。

本校の広報 23 本校のＷｅｂページに特色、学校行事、部活動等多様な情報を発信する。 3.4 学校サイトの充実及びスマートフォン向けサイトの作成を行い、さらに幅広くアピールする。

①
基礎学力の向上と進路実
現に向けての学力の伸長

24
毎日の授業を大切にし小テストや定期テストをペースメーカーとして基礎学力を定着させる。そのうえでアド
バンス学習へと進化させる。 3.2

毎日の授業を大切にしているかを、対話型学習や小テストで確認し、小テストや定期テストをペース
メーカーとして基礎学力を定着させるために保護者会や保護者面談でも共通理解をはかる。そのう
えで具体的な進路目標に照らして自分の学習がこれでよいかを確認する。

②
個性尊重と民主主義社会

を支える市民の育成
25

教科・総合的な学習・LHRの関連を重視するなかで自ら調べ自ら考える力を身に着け、民主主義への指向を
持つ生徒を育てる。 3.3

教科・総合的な学習・LHRの関連を重視するなかで自ら調べ自ら考える力を身に着け、調べたことを
小グループやクラスの中で発表をする機会を設けることで、自分および他人の個性を尊重し異なる
意見をまとめる力を育成する。

③
基本的生活習慣の確立・基

礎学力の向上
26

規則正しい生活リズムで毎日を過ごす。予習・復習を中心に家庭学習が習慣化し、自宅学習が当たり前にで
きる。学習への興味・関心を持ち、意欲を持って取り組むとともに、学習状況を振り返り、客観的に自己評価
できる。

3.0

食事（朝食・夕食）学習（家庭での学習開始時間と終了時間）睡眠（平日の就寝時間）を固定するよ
うに生徒や保護者に呼びかける。それにより規則正しい生活リズムと家庭学習が習慣化させる。普
段の授業に加えて県政150周年記念アジアグローバル記念講演などのクロスカルチャーな意識を高
める活動を行うことで生徒が幅広い学習活動に興味を持てるようにする。それらが相まって自己の
進路目標への努力に結び付ける。

①
規範意識と自主性の育成
および基本的生活習慣の

確立
27

規則正しい生活リズムで毎日を過ごし、集団生活の中にあっては定められたさまざまな規則やルールを踏ま
えて自分がとるべき行動が意識させる。事の善悪や、すべき事、してはいけない事を自分自身で考え、自ら
すすんで行動できるよう指導する。

3.2
j学校生活のあらゆる場面で時間を意識させる。時間を守るためには、自分で予定を把握して早めに
行動を起こすことを常態化させる。学校生活での行動が日常生活のリズムに繁栄できるよう指導す
る。こうした、行動パターンや集団の規範意識は、修学旅行においてある程度成果が見られたと思
われるので、今後も指導を継続・反復させてさらに深めていきたい。。

②
自尊感情の育成ならびに
他者を尊重する姿勢の育

成
28

自信と自尊心を育て、自分自身の可能性をや自分を大切にする心を常に忘れず行動する。集団の中にあっ
て、自分自身のあり方、立場、役割を的確に判断し、自分と他者との関係のなかで、自分の言動が周囲に与
える影響を意識させる。

3.3 学校生活の中で、それぞれの生徒が自分の個性や特性に応じて責任感を持って行動し、達成感を
持てるような場面や機会を増やしていく。

②
基礎学力の向上と進路実
現に向けての学力の伸長

29
学習への興味・関心を持ち、意欲を持って取り組むとともに、予習・復習を中心に家庭学習を習慣化させる。
自宅学習を含めて週単位、学期単位での学習状況の振り返りを継続的に実施して客観的に自己評価させ
る。具体的な進路目標に向けての取り組みを考え、実践させる。

3.2
進路学習や進路行事を通して、自分の目標や将来像を描ける状況に近づいている。最終学年を迎
えて、意欲的に学習に取り組めるよう、面談や集会、各種行事等をつうじて進路目標をより明確に定
められるよう指導する。

①
自分で考え行動する生徒を
育てる。

30
自分の置かれている立場や状況を見極め、今何をすべきか考えて行動ができる。結果を予測して行動がで
きる。して良いことと悪いことの判断がきっちりとできる。自分の考えや気持ちを、正確に言葉や文章で表現
できる。

3.2
3年間を通じて少しずつ自主性が培われてきたように感じられる場面も増えてきた。まだまだ周囲の
者や教師に頼らなければ行動できない者も多く、今後さらなる意識の高まりが求められる。自立した
行動の大切さをあらゆる場面を通じ自覚させたい。

②
集団の中での自分あり方を
意識できる生徒を育てる。

31
バス等の乗車マナーや交通ルールを守って登下校ができる。生活習慣を整え、時間の管理ができる。宿題
や提出物等の期限を守り、登校、始業の時間に遅れない。校則の意味を知り、頭髪や服装など、違反しない
ように心掛けること。周囲と良好なコミュニケーションをとり、互いに向上できる存在を目指すこと。

3.2
心優しく、友達や家族のことを気遣って行動できる者が多いと感じられた、その延長上として周囲の
人たちに対する配慮をわきまえている者も少なくなかった。他人に優しい一面を見せる反面、遅刻や
結石の増加など自分に対する甘さもやや目立ったように思われる。社会の一員として時に自分に厳
しくできる気持ちの強さを持たせたい。

③
進路実現に向けて最大限
の努力をする生徒を育て
る。

32
予習復習等の家庭学習の定着を図る。部活動や校内行事、生徒会活動等に積極的に取り組み、多種多様
な経験を積む。面談等を通じて、自分の将来について明確な目標を待つ。大学訪問や職業体験などに積極
的に参加し見識を高める。日頃から挨拶や丁寧な言葉遣いができる。

3.2

自らの進路に対し真摯に向き合いその実現に積極的に取り組もうとする者も多く現れた。就職試験
や推薦入試の合格のため遅くまで面接練習を繰り返した者。また遅くまで校内に残り受験勉強を続
けるものもあった。多くの生徒が何度も担任や指導教官と面談をし自分の進路を決めていった。残
念ながらまだまだ進路実現に対して意識が希薄な者もあり最後まで個別に徹して粘り強く指導をし
ていく必要を感じている。
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① 基礎基本、個に応じた指導

② 学力向上

③

教職員のICT活用能力の向上を図る。

データの一元化に着手する。

勉強をすることが高校生の本分であることを自覚
し、真剣な態度で授業に臨む。

①基礎学力の定着②進路実現のできる学力　以上
の涵養を目指す。

規則正しい生活を基盤として、さまざまな場面で自
主的に行動できる生徒を育てる。

周囲への思いやりを持ち、集団の中での自分あり
方を意識できる生徒を育てる。

「厳しさと優しさ」「自由と規律」「個性と社会性」の
相反する項目のバランスをとりながら、規則正しい
生活を送り学習を高校生活の中心に据えることが
できる生徒を育てる。

文章をじっくりと読み、人の話を素直に聞き、その
言葉の意味を正確に理解できる。

相手の立場に立って物事を考えることができ、それ
によって自分の行動が規定できる。他人に迷惑を
かけず、不快感を与えないで行動ができる。

基礎学力の定着と進路実現に向けての学力の伸
長に加えて、自ら調べ自ら考え、民主主義社会を
支える市民として行動するための学力の涵養を目
指す。

具体的な進路目標を持ち、その実現に向けて最大
限の努力をする生徒を育てる。

インターネットを活用して、本校のＰＲを図る。

目指す学校像に応じた教育課程を検討する。
また、生徒の現状に応じた授業展開（少人数授業、
ティームティーチング）の工夫を行う。

シラバスを作成することで、各教科の目標や評価
基準を明確にし、授業を年中公開する。
また、1、2学年において組織的に学力向上に向け
た取り組みを行う。
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・重点目標にある「チーム伊川谷」という言葉がふさわしい学校であると感じている。先生方同士の連携ができており、生徒の情報が共有されたいると感じている。
・挨拶・マナー・服装など規律ある生活習慣の指導が教職員全員でされており、生徒も身につけつつあると感じる。校外で出会ったときなどの元気な挨拶に清々しさを感じる。
・進路の情報を共有している点や、キャンパスカウンセラーや学年主任が中心となって、教育相談体制を整えている点なども評価できる。
・教育目標に『「命」と「人権」を大切にし、夢に挑戦する生徒を育てる』と掲げられている。引き続き命の大切さを深く理解させるとともに他人に対する思いやりの心をはぐくんでいただきたい。また、心がこわれないように自分で自分の身を守る力（ストレスマネジメント力）も身につけさせてほしい。
・読書指導による効果もあり、落ち着いた教育環境ができている。
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